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2段組にする


1つの段は22文字×50行


本文の文字サイズは10.5ポイント
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１．はじめに


ソフトウェア開発プロジェクトは．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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ソフトウエア開発プロジェクトの世界


－ プロジェクトマネジメントに関する研究 第2報 －





東京花子* 千葉太郎**





The World of Software Development Project


－ The Study of Project Management (2)－





Hanako Tokyo* Taro Chiba**





 プロジェクトマネジメントに関する研究は．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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  The study of Project Management has been ．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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このほかに緒言，結言等，一般に論文に用いられているものを用いてかまわない
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最終ページに空行ができる場合には，左右の段落の空行数が揃うように調整する
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図と表は別々に番号を付ける．


章ごとに付けるのではなく全体を通して連番とする





参考文献の書き方は，特に規定しない．


通常用いられている書式に従えば良い．








節，項の後は空けない





章のあとは1行空ける





６．おわりに
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付録


A.最適点の導出
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B.シミュレーションの結果
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２．PM技術の展開





２．１ソフトウエアの世界
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表3 実験のためのパラメータ
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図7 要因間構造に関する模式
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所属機関の前は2行あける





キーワードには，表題，論文誌名と異なる単語，短文を示すことが好ましい





アスタリスク


を使用のこと





所属機関名は，大学名あるいは会社名のみとする








